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1ま え が き

重粘土水口で裏作ムギを栽培する場合,従来のロータリ

による耕縁法では砕土が極めて困難で不良になりやすい。

そのため橋話 された程子は,大 きな土塊 によって地上ヘ

の出芽を防げられるなど,障害を受けやすく,苗立数が充

分確保できないという問題が生 じている。こうした問題を

解決するため,こ れまでも重粘土水口での耕縁法について

検討がなされてきたが,最近畑用の ドライブハロー(フ イ

ドロータリ)が 開発され,それを用いて耕縁法を検討 した

ところ極めて良好な結果が得られたのでその概要を報告

表1 区の構成及び耕転法

する。

2 試 験 の 方 法

供試品種 :ド ツルムギ

播 種 期 :11月 1日

播種法及び量 :全面全層播 15%
施月じ量(%):ケイカル20, ようりん3, N:10,

P205:13,K20:。 9〔 硫加燐安12号 (13-17-12)

77〕 ,追肥 N:03(硫 安使用 )

供試回場のILA型 :灰褐色土壌, 粘土質構造マンガン

型, Hi‐ /HC

認められなかった。

耕縁直後の作土の断面を図 1に示 したが, プラウ+ド ラ

イブハロー区では, ドライブハローが上をけするようにし

て砕上するため,砕土される層は表層約38"の極く浅い

6 試 験 の 結 果

砕土前の土壌水分 (乾土比 )は ,プ ラウ+ド ライブ´ヽロ

ー区で35%, ロータツ十ロータリ区で37%と ほとんど差は

注 トラクタ45 5 pS使 用。

上

ロータリ十ロータリ

図 1 耕縁 直後の作土の断面
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速 度 :L-1速  05ど4

プラウ+ド ライブハロー
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層に限 られた。一方, ロータリ十ロータリ区では,耕起層

がほぼ砕土され,砕 EL4は 13姉 と深くなつていた。 しか

し,砕土の状況をみると図 2に示すようにブラウ+ド ライ

ブ´ヽロー区では,直径 2の以下の土塊の占める割合が全体

の60¢以上と極めて良好な砕土状況となっている。それに

対 し,― タリ+ロ ータリ区では,0～ 5“層,5～ 10"層

ともに直径2m以下のELAの 占める割合は20¢ 前後と少な

く,逆に直径 6“以上の大きな土現の占める割合が大きく

なっている。

表2 作土中の種子の分布状況

深度

区
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2●η

2-
4aη
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以上

+

+ 75 % 21¢ 4¢ ―¢ ―%

ムギの生育状況についてみると,苗立数では砕土及び播

種深度とも出芽に適当な状態にあったプラウ十 ドライプハ

ロー区が,ロ ータリ+ロ ータリ区の2倍 以上の苗立数を確

保 した。 しかし,プラウ十 ドライブハロー区では,播種深

度が浅いため冬期間の寒害による苗立数の減少が心配され

たが,表 3に示すように越冬率では'― タリ+ロ ータリ区

とほぼFrl程 度であつた。

生育の状況は,プ ラウ+ド ライプハロー区が生育全期間

にわたり優れ,特に生育の11い は極めて良好であつた。

表 6 生育の状況           .

嘩 II

::::= 
一

 l l

図2 砕土の状況

椿種深度については表 2に示 した。ロータリ+ロ ータリ

区では砕土が極めて不良なため種子は土中深くもぐり込み

やすく,一般に出芽が困難とされている6“以上の深さに

も全体の31¢ が播種されていた。一方,プ ラウ+ド ライプ

ハロー区では,70%以上の種子が 0～ 2"の表層に集中し

ており, 6m以上の深さには全 く播種されていないことを

認めた。

出和朗 ,成熟lulは プラウ+ドライブ′ヽローが,ロ ータリ十ロ

‐′,区よりいずれも早まっている。 また,稗長についても

プラウ+ドライブ′ヽロー区がロータリ+ロ ータリ区より約 10"
高くなっており,こ のことが収穫,脱穀作業を容易にした。

収量性についてみると,穂長ではロータリ+ロ ータリ区が

プラウ+ドライブ′ヽロー区より長 くなつているが,穂数では

プラウ十 ドライプバロー区が,ロ ータリ十ロータリ区の約 2倍

の穂数を確保 した。その結果,子実収壼はプラウ+ド ライ

表 5 圃場内作業時間 (10α 当り )

ブハロー区がロータリ+ロ ータリ区より36%増収 した。

作業時「FHに ついては表 5に示 した。耕起でプラウ耕がロ

ータリ耕より若千時間を多く要 したが,作業全体に要 した

時間では両耕転法のF●hに 大きな差はなかった。

4 ま  と  め

砕土が極めて困難な重粘土水田での耕転法について,最

近開発された畑用の ドライブハロー(ワ イ ドロータリ)を

用いて検討した。その結果,耕起にプラウ,砕土及び投覆

土に畑用 ドライブハローを用いる耕転法(プラウ+ド ライ

ブ´ヽロー区 )は ,従来からのロータリによる耕縁法 (ロ ー

タリ十ロータリ区 )に比べて,極めて良好に砕土ができる

ことがわかった。又,生育についてもプラウ十 ドライブバ

ロー区では,苗立数多く,生育の揃いも良く,そ して収量

はロータリ+ロ ータリ区より3～ 4割増収することを認めた。
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表4 生育・収量
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